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サーキュラーエコノミーの動向
とJAPIAの取組み

２０２３年９月２１日
自動車部品工業会

環境対応委員会 CE検討準備チーム
生産環境部会 環境保全分科会

以降、サーキュラーエコノミーはCEと記載します

JAPIAケミマネ2023講演資料

1/31



2/3

１．欧州のCE政策
２．日本の資源循環政策
３．水平リサイクル事例
４．JAPIAの取組み
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《カーメーカー様から》
欧州法規順守や資源確保の世界潮流から、
樹脂材に市場回収の材料が２５％混入した
リサイクル材で部品を製造し、
これまでと同じ性能・品質・コストで部品を納入
をして欲しい。

これから起きること

《ESG評価機関様や機関投資家様から》
貴社から排出される有価物や廃棄物は、
従来からの３Rから脱却して、全ての資源が
国内で循環し利用されていることを確認して
いることを説明して欲しい。

以上のことが問われたときにみなさんは対応できますか

ただし、これは説明者の意見です 3/31
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１．欧州のCE政策
２．日本の資源循環政策
３．水平リサイクル事例
４．JAPIAの取組み
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（１）資源需給の逼迫

➢ 世界的な人口増加・経済成長に伴い、資源・エネルギー・食料需要の増大
➢ 廃棄物量の増加、温暖化・海洋プラスチックを始めとする環境問題の深刻化

➢ 大量生産・大量消費・大量廃棄型の線形経済モデルは、世界経済全体として
早晩立ちいかなくなる恐れ

出典：令和2年5月18日経済産業省・環境省
「サーキュラーエコノミー及びプラスチック資源循環分野の取組について」

採掘される天然資源は増大
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アセアン、中国、インド等
の急増
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（２）循環経済とは

出典：経済産業省「循環経済ビジョン２０２０」

➢ 線形経済：大量生産・大量消費・大量廃棄の一方通行の経済
➢ 循環経済：あらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を図りつつ、

付加価値の最大化を図る経済
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（３）処理過程の優先順位

➢ 使った資源は形を変えず、地球上に残存する社会構造に変革を求められている

出典：アムステルダム市が公表した「サーキュラーエコノミー2020ｰ2025戦略」の原点とは？

拒否

再考

リデュース
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別用途で再利用

リサイクル

エネルギー回収
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循環
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（設計において）その製品の機能を失わせて必要性をなくすか
違った方法で同じ機能を持たせる

更に多くの人に利用（シェリング含む）させるか更に多くの機能
を持たせる設計をするかによって、製品の利用頻度を高める

製造過程において、設備効率を上げるか製品に投入する
原材料を少なくする

処分されたがまだ機能している製品を違う利用者が再利用する

欠陥品を修理し、元の機能を維持する

中古品を改修し、最新式にする

機能している部品を再利用し、原状と同等の製品を製造する

製品や部品を再利用し、違う機能を持った新製品を製造する

新製品に活用するため、製品の原材料を再利用する

エネルギー回復を目的として原材料を焼却する
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（４）プラスチックの利用は更に拡大

➢ プラスチックは、1950年頃から本格的に生産が開始、加工性や物性の高さに
より日常生活や工業利用で拡大

➢ 世界のプラスチックの排出量は増加傾向
➢ 直近では新型コロナ感染症への対応を通じ、衛生面の役割が再認識

出典：令和2年5月18日経済産業省・環境省
「サーキュラーエコノミー及びプラスチック資源循環分野の取組について」

●直近60年以上、
排出量は増加

●2015年は３億トン
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（５）プラスチック廃棄の課題

➢ プラスチック廃棄量の増加と、資源・廃棄物制約、海洋プラスチックごみ問題、
気候変動等の課題との関連が指摘・懸念

出典：令和2年5月18日経済産業省・環境省
「サーキュラーエコノミー及びプラスチック資源循環分野の取組について」
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（６）欧州のCEアクションプラン（2020年）

➢ 欧州は規制や規格を連動させながらルールを形成し、標準化によって欧州企
業の競争優位性確保を狙う

2015  2016  2017  2018  2019  2020  2021  2022  2023

出典：KPMGｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰ解説資料

規
制

規
格

CEｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
EUプラスチック戦略

欧州グリーンディール

シングルユース・プラスチックに関する指令

ニューCEアクションプラン

持続可能な製品のためのエコデザイン規則案等発表

自動車の車両設計から生産、廃車までの過程における循環性の
向上に向けた自動車設計・廃車管理における持続可能性要件
に関する規則案を発表 7月13日 欧州委員会より

JTC10 エコデザインの資源効率性の標準

TC323 CEのマネジメントシステム

JTC10 エコデザイン要件に係わる規格策定

製品設計のあり方、消費者の
行動変容まで踏み込んだ
産業変革プラン
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（７）欧州におけるエコデザイン規則（2022年）

➢ 従来のエコデザイン指令からの拡張が提案され、製品の耐久性や再利用可能
性など、具体的設計方針にも言及

従来の
エコデザイン

持続可能な
製品のための
エコデザイン

■一部の製品のエネルギー消費に対する規則

□幅広い製品を対象に、要求内容を拡大

⚫ 食品・飼料・医薬品など限られた例外を
除く幅広い製品を対象

⚫ 製品の耐久性や再利用可能性など、
循環型の製品設計の促進

⚫ 消費者のための情報開示の義務化
⚫ 「デジタル製品パスポート」の添付を義務付ける
⚫ 廃棄した消費財の年間量や、廃棄する理由、
リサイクルや再生産への取組状況等の情報開示

⚫ グリーン公共調達の必須要件の設定

出典：KPMGｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰ解説資料
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（８）サーキュラーエコノミーに関わる欧州ルール形成

対象案件 重点7分野 主な政策の方向性

①電子機器・ICT ・エネルギー効率、耐久性、リユース・リサイクル性のための製品設計を図るEUエ
コデザイン指令改正
・修理する権利を法制度に組み入れるRoHS指令、WEEE指令

②電池・自動車 ・リサイクル材の使用義務付け
・カーボンフットプリントの算出
・バッテリーパスポートへの対応義務化

③容器・包装 ・包装廃棄物削減目標、分別・回収制度を設定

④プラスチック ・使い捨てプラ製品を最小限化、複数回使用可能な製品に代替
・バイオベースプラ、生物分解性プラの使用
・マイクロプラの放出抑制や、放出量測定方法について規程等

⑤繊維 ・EUエコデザイン規則の要件を幅広い繊維製品に適用する等

⑥建設・建物 ・炭素削減目標の設定の可能性について調査等

⑦食料・水・栄養素 ・食品廃棄物削減目標を設定する等

➢ EU委員会は2020年3月に公表した
Circular Economy Action Plan 2020で自動車分野に新たなルールを形成

EU ELV指令改正
リサイクル樹脂使用義務付け

ELV：End of Life Vehicles
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（９）最新のELV規制動向

➢ EU委員会は2023年7月に法案ドラフトが公表、リサイクル材率の義務付けへ

➢ 今後欧州カーメーカーを主体に積載される自動車部品への要請が始まる？！

13/31

○リサイクル材使用の義務化
・新車製造にてPCR樹脂25％

(うち1/4はELV由来)の適用義務化

・今後、アルミニウム, 鉄鋼, 重要な原材料へ

対象を拡大する予定.

○段階的に対象車両を拡大
・段階的に二輪車、貨物車、バス等へ拡大

○Circulalty Vehicle Passportの
搭載義務化
・各情報を電子的手段で記録

仮に‘24年に欧州議会/理事会で
承認通ると、30年より義務化開始
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１．欧州のCE政策
２．日本の資源循環政策
３．水平リサイクル事例
４．JAPIAの取組み
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（１）成長志向型の資源自律経済戦略

➢ ３月３１日戦略を公表、7月4日資源循環経済課から講演をいただいた

出典：総合技術委員会 経済産業省様講演より
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（２）政策転換の流れ：循環経済ビジョン2020

出典：経済産業省「成長志向型の資源自律経済戦略」より

➢ 2000年に入り資源循環の考え方が拡大、社会と経済との両立の時代へ
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（３）資源自律経済の確立へのリスクと機会

➢ 資源を自律的に確保することが経済成長のリスクと機会の分かれ目

出典：経済産業省「成長志向型の資源自律経済戦略」より
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（４）ライフサイクル全体での変革

➢ サーキュラーエコノミー社会の実現で静脈産業は成長産業への期待

出典：経済産業省「成長志向型の資源自律経済戦略」より

18/31



19/3🄫Japan Auto Parts industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

（５）３つのギアでCE社会を目指す

➢ 資源の自律確保を目指すためビジョンロードマップづくりは必須

出典：経済産業省「成長志向型の資源自律経済戦略」より
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《法規制から》
世界で資源不足に陥る状況や政情の不安定性
から資源リスクの発生は必至。
環境問題主眼の大義は誰も否定はできない。

背景から思うこと

《リサイクルの変革から》
国内で培ってきたリサイクルスキームやコスト構造
を欧州と同等レベルに変革するには、一筋縄では
いかない。
全員参加の歩み寄りが必要ではないか。

ただし、これは説明者の意見です 20/31



21/3

１．欧州のCE政策
２．日本の資源循環政策
３．水平リサイクル事例
４．JAPIAの取組み
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事例１ ハリタ金属様
新幹線から新幹線へのアルミ水平リサイクル実現

22/31

➢ 展伸材から展伸材へリサイクル 安全性が重視される高速鉄道への利用

出典：ハリタ金属技術紹介より

カスケードリサイクルから
クローズドリサイクルへ
付加価値の切替 ４社共同で実現

東海道新幹線
N700S
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23/31事例２ 花王様
使用済み詰め替えパックを水平リサイクル

出典：花王ニュースルームより

➢ 容器の機能担保と表面見映え 異物除去の一括リサイクル技術を開発

約10％のリサイクル材を使用

凸凹のない滑らかフィルム製造

粉砕や混錬で分散されたPET、
ナイロンなどが、混合の過程で
凝集・肥大化する異物を除去
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24/31事例３ ブリヂストン様
精密熱分解による合成ゴム素原料へリサイクル

➢ 合成ゴム素材料であるブタジエンや再生カーボンブラックを高効率に製造

出典：ブリヂストンニュースリリースより

2030年までに大規模実証試験を実施
その後、数万～10万ﾄﾝ規模の早期事業化を目指している
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《３R取組み》
リデュース、リユースも更に拡大することで
資源生産性も向上、
ただし、顧客の価値の理解や啓発を進めないと実
現が難しい。
サーマルリサイクルは何とか回避したい。
新しく綺麗なものが欲しいのが本音・・・。

《コスト負担》
マテリアルリサイクルが進むとコスト増加の懸念あ
り、コスト負担の役割を替えるために社会システム
の変革が必要と考える。
安くリサイクル材が調達できるには・・・。

国内リサイクルでの期待 ただし、これは説明者の意見です 25/31
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１．欧州のCE政策
２．日本の資源循環政策
３．水平リサイクル事例
４．JAPIAの取組み
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循環が当たり前に成り立つ経済や社会が求められている

欧州は政策や規制を通じて資源確保を常にリード

３R CE

各国の資源循環の動向
中国

●循環経済2020策定、3R
から循環形成へ転換
●3/31 経産省「成長志向型の
資源自律経済」を発表

アメリカ 日本

●民間企業や州政府で広がり
●消費者の声や支援団体が
原動力で修理する権利が
広がり

●第14次5か年計画（2021）
グリーンデザイン推進、中古
商品の流通市場発展党にも
言及

2015 CEｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
2020 NewCEｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

資源の有効利用、欧州の競争力強化、雇用確保を結び付け、
市場競争の座標軸を変えようとする試み 東京大学 梅田教授発言から引用

最終的には「廃棄」を
前提とした考え方

原料調達段階から再利用を前提、
従来廃棄されていた
物も原料として再活用、
新たな資源投入せずに
循環させる

生産

消費
リサイクル

原料
原料

生産

消費

廃棄物

リサイクル

廃棄物を出さない設計
排出される廃棄物
を有効活用

出典KPMG サーキュラーエコノミー講演会資料より（１）３RとCEの違いを理解 27/31
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（２）部工会としての取組み領域

CEでの資源の流れ

出典）経済産業省第１回
成長志向型のの自律経済デザイン研究会
（2022.10.5）

A社

B社
C社

事業活動ができる
土台

（資源確保、政策
整備、促進策な

ど）

健全な競争

企業がリサイクル材で魅力
ある製品を開発・・・

・国内から資源流出を抑制
・海外から資源流入を促進
・コストアップ抑制や回収・・・

競争領域

協調領域

企業が技術・製品・ビジネス開発

事業活動ができる土台を強化した上で・・・
引き続き各企業努力で国際競争力強化
を目指す

企業連携（JAPIA）が土台づくり・強化

チームジャパンの国際協力底上げ

自動車（部品）産業の協調領域における共通課題の解決

ELV、OEM要求を満足
できる調達と出荷体制・・・

・個社の企業努力だけでは限界あり
・協調領域が不十分な場合はチームジャパン総崩れ
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（３）活動組織を立上げ

経済産業省
・資源循環経済課
・自動車課

環境省

自動車工業会

原材料業界団体

ﾘｻｲｸﾙ業界団体

原材料業界団体

ﾘｻｲｸﾙ業界団体

原材料業界団体

ﾘｻｲｸﾙ業界団体

環境保全分科会
（トヨタ紡織 平主査）

CE検討準備チーム

環境対応委員会の直下

リーダー会社：アイシン
（メンバー６社）

環境対応委員会の下部組織に「CE検討準備チーム」を設置
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サーキュラーエコノミーの進展による自動車（部品）産業への影響を正しく
理解した上で、欧州を起点とするリサイクルインフラ強化や野心的な目標を
受けて国内の「リサイクル資源確保」に取り組むことが急務である。
JAPIAとしてSC・VCを巻き込んだ活動体制を確立し共有課題の解決。

（４）活動目的

今後取組むべきテーマ
①CEに関わる政策・規制・標準化の調査分析と意見具申
②自動車由来の再生材を生み出すリサイクル活動推進
③CE実現に向けた自動車（部品）産業のロードマップづくり
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「ものづくりへの変革」が求められています。
一緒に課題を乗り越えていきましょう。

ご清聴ありがとうございました。

31/31最後に

求められることが高度化

✓ CN（低炭素）✕CE（循環型）✕NP（自然共生） 両立

✓ 法規順守＜お客様要請＜企業価値向上


